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+長期 間敬投与法 の検 討

一 上越地区多施設 共 同研究-
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欄㌔立中央病院内科~)
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鰍 明宏 を髭 漂封羽離縁合う

C型慢性活動性肝炎に対しIFNly-2bl仙･･lしてを遇6

回Y･1遇+遇3回＼L)()遇投Fj-･し次LTl結果萎}:得た.1.flr＼/

suモ.)tl.Pt,は n型21例m型1)例でか -一言二.i).段 EJ'-皐冬了時

LJ)Ⅰ･････ICV-RNA 消失率は151HL83.3Ool､Gl)T ll:.常

が正常化 しても早期に再上昇する例が多数みられた.後.

底出血,肝機能悪化などがみられた.5.肝機能悪化の

ため投与中止 した例で屯 HCV-RNA が消失 した例を

経験 した.

4)､L!1院(こ頼 十るC型慢性肝 炎L,1)lFN 治療成
績と ofloxaeillに よる冶埴(})検討

佐藤 明 ･岡部 和浩
∈

聖マ リア
入学 横浜 市
病院消化器内

1.IFN 治療終丁後6JprR以上経過 した('聖慢性肝

針2b6MU,HLBI6MU をそれぞれ 2週遜 円後週3

(無効)に分頓 した.【成績】genotyPe別欝効率は2'T･J_

lLlOoL75Ol.3型6200(Lqlニ汗 4型7000(71しい とコ

型で低率であった.tlC＼:'1くN八 巌 (Clrl一十'Clく洗口ユ

2塾は3,4塾に比 し少ない傾向にあったが有意差は見

られなかった, しかし,2型においては CR例は RNA

畳は′レなく しp-0.0011,組織進展度は軽微 Lp二二0.0こい
であ一一･,た.

2.IFN が無効であー-､た geno.1'型C型肝炎 (CAト1

4例,CA汁-LD 3例,LCl例1に onoxdCin600mg

日を4週間以 L投与 Lた.投与･1遇推しT)GPT 値Li全

例で低 FL,低下率は平均3500し2̀ノ1.ド ;15.80(()でjト,
た.35%以上の低下を認めた5例車4例で HCV-RNA

畳を頚堵定 したが投与前後で差はみられなかった.以上よ

り寒剤はC型肝衆において肝磯能改善効果を有するが,

統ウイルス効果は期待 し難いと考えられた.

5)当院 のC型慢性肝 衆に対す るインタ-フェ
ト!パ喜噂 に-'}いて

-特 をこ治療前後の組織学的検討-

原 秀範 ･堀
篠原 敏弘 ･関根 ､- ■- ●

上村 朝輝 (新潟大学第三内科)

当院のC型慢性肝炎に対するインタ-フェロン治療は

2嶺例で,そのうち15例は授与終了後6か月以上経過観察

し,且2例で治療前及び投与終手緩6か月日の組織学的検

討を行った,GPT 変化による有効性は46,7%で,秦

効例では組織学的にも改善する例が多かつた.韓に小寮

内の壊死炎症反舶 ま改善度が強 く認められ た が, 門脈域

の細胞浸潤,限界板の破壊,線維化の高度例 で は イ ンター

フェロン療法をこ反応 しない傾向があった. 叉 , 肝 榛 能 ,

観繊学的検討の酸に,ウイルス学的並び をこイ ン ター フ ェ

ロン投与農についてきちに検討を要する症例 鮎み られた.

6')肝細胞癌 U)桔梗 u/N を投与 LIJFr.(lTP日韓性

肝衆の ユ例
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( 閣 外科)

症例は66歳男性,40歳時肝機能異常を指摘.平成5年

3月12日 HCV抗体陽性を指摘され,IFN 療法目的に

同年確月旦9田に当科を初診.腹部 CT かこて肝 S5に減

感影を指摘 きれ入院.GOT94Iu凡 GPT 135IU凡

I-)nlく∫1-ll0.1)AL1nll,AFPB.･lIIL,ml.HCV抗体

(C旦00…3抗体)の indexは 1凱臥 HVCIRNA (+)一

旗部血管造影等よりC型慢性肝炎に合併 した肝 55の

肝細胞癌上診断 し.同牛6jL日 用 ;分 肝 切 除 を 施 行 . 挿

塙は高-中分化型8用召胞癌で香車羊3.5＼1)_2clll.非

種項部は慢性活動性肝条と診断された.術後第13RE]か

ら天然型 『N-仔の授与を開始.2週間は600万単位連

日,以後梯0万単位を遇3軌 計24週間授与 した.投与

期間中に H(ごV---I-tN̂ は陰性と左;).G()T.Gr)T は

正常化.術後9ケ月後の現在も肝癌再発は認めていない.


